
vol.
18

発
行
日
…
令
和
６
年(

２
０
２
４
年)

12
月
12
日　

発
行
元
…
天
の
川
・
交
野
ヶ
原
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

交野ヶ原
4コマまんが劇場
交野ヶ原にまつわる4コマまんが
を交野市で活動されているきくっ
ぺさんが描いてくださることになり
ました！！4コマまんがを通じて交野
ヶ原のことをもっと好きになろう！！

★作者プロフィール★

『
交
野
ヶ
原
物
語
』
と
は

　

天
の
川
・
交
野
ヶ
原
プ
ロ
ジェ

ク
ト
実
行
委
員
会
は
、
星
に

ま
つ
わ
る
地
名
や
史
跡
、
伝
承

が
数
多
く
集
中
し
て
残
る
、

全
国
で
も
稀
有
な
当
地
「
交

野
ヶ
原
」
の
魅
力
を
全
国
に
発

信
す
る
た
め
に
、
２
０
１
６
年

か
ら
活
動
を
開
始
し
た
枚
方

市
・
交
野
市
在
住
の
有
志
か

ら
構
成
さ
れ
る
市
民
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
団
体
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
交

野
ヶ
原
に
残
る
史
跡
や
伝
承
を

「
天
空
の
地
上
絵
」
と
名
付
け
、

よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
『
交
野
ヶ
原
物
語
』

を
刊
行
し
ま
し
た
。
交
野
ヶ

原
と
い
う
場
所
に
ま
つ
わ
る
過

去
・
今
・
未
来
の
時
間
軸
、

そ
し
て
現
代
に
生
き
る
私
た
ち

の
生
活
と
い
う
横
軸
を
つ
な

ぎ
、
老
若
男
女
が
時
を
超
え

て
も
手
に
取
り
た
く
な
る
『
交

野
ヶ
原
物
語
』
を
皆
様
と
共

に
創
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
東
海
道
整
備
４
０
０
年
の
節
目
で
、
淀
川
と
と
も
に
発

展
し
た
東
海
道
56
番
目
の
宿
場
で
あ
る
枚
方
宿
に
も
注
目
が
集
ま

り
、
今
号
で
は
淀
川
に
沈
み
ゆ
く
夕
日
の
写
真
を
表
紙
、
枚
方
宿

に
残
る
文
化
や
老
舗
の
歩
み
を
特
集
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

枚
方
宿
に
は
４
０
０
年
に
わ
た
る
歴
史
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
の
好
き
な
作
家
、宮
部
み
ゆ
き
が『
蒲
生
邸
事
件
』エ
ピ
ロ
ー

グ
で
昭
和
史
の
記
録
を
「
片
手
で
は
持
ち
上
げ
に
く
い
ほ
ど
に
重

い
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。
紙
で
保
存
さ
れ
て
い
た
記
録
は
手
で

触
れ
る
こ
と
が
で
き
、「
片
手
で
は
持
ち
上
げ
に
く
い
ほ
ど
重
い
」

と
表
現
で
き
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
電
子
の
海
を
漂
う
デ
ー
タ
と

な
り
、
ど
こ
で
も
誰
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
、
ほ
ぼ
無
制
限
に
増
殖
、

天
文
学
的
な
容
量
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
、
そ
こ
に
生
き
た
人
々
の
記
憶
や
息
づ
か
い
を
感
じ
る
に

は
、
記
録
や
デ
ー
タ
と
い
っ
た
歴
史
の
縦
糸
を
繋
ぐ
横
糸
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
淀
川
の
舟
運
が
衰
退
し
た
と
い
う
一
つ
の

出
来
事
が
人
々
の
暮
ら
し
・
経
済
・
文
化
へ
の
影
響
と
変
化
を
与

え
た
の
か
。
そ
の
変
化
を
想
像
す
る
力
が
横
糸
で
あ
り
、
文
芸
評

論
家
の
小
林
秀
雄
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
上
手
に
思
い
出
す
」
力

で
す
。
本
号
で
は
、
枚
方
宿
の
特
集
に
加
え
、
万
博
の
頃
の
風
景

と
現
在
の
変
化
を
比
較
し
、
上
手
に
思
い
出
す
こ
と
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
こ
の
思
い
出
す
力
は
時
を
こ
え
、
過
去
の
出
来
事
が
現
代

を
生
き
る
私
た
ち
に
与
え
て
い
る
影
響
を
考
え
る
こ
と
も
可
能
に

し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
力
は
今
の
私
た
ち
の
生
き
方
が
ど
の
よ

う
な
未
来
を
作
る
か
、
逆
に
理
想
の
未
来
に
対
し
て
私
た
ち
の
取

る
べ
き
行
動
を
示
唆
し
て
く
れ
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
は
大
阪
・
関
西
万
博
が
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会

の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
す
。「
い
の
ち
輝
く
と

は
？
」「
未
来
社
会
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
を
考
え
る
力
、
そ
れ

こ
そ
が
「
上
手
に
思
い
出
す
」
力
で
あ
り
、「
片
手
で
は
持
ち
上

げ
に
く
い
ほ
ど
に
重
い
」
記
録
を
未
来
へ
活
か
す
鍵
で
す
。
本
号

を
読
む
前
後
で
、
表
紙
の
夕
日
の
風
景
を
見
て
い
た
だ
き
、
皆
様

に
と
っ
て
「
上
手
に
思
い
出
す
」
こ
と
の
意
味
合
い
を
感
じ
取
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

２
０
２
５
年 

未
来
を
上
手
に
思
い
出
す

嶋
田 

研
志
郎

交野ヶ原イベント情報行ってみる
モォ～♪

お問い合わせ先　
MAIL： katanogaharapj@gmail.com    TEL：072-395-3485（事務局）

「交野ヶ原プロジェクト」で検索！！

2025

４月２７日

日

時間 10時 から12時
場所 枚方ビオルネ正面玄関前

第４回交野節発表会

俳句募集期間
2025年4月1日～5月31日

第６回星の俳句コンテスト

時間 未定
場所 夢洲 万博会場

EXPO 2025 大阪・関西万博
TEAM EXPOパビリオン ステージ発表

過去・今・未来
いのちつながり・かがやく盆踊り

　毎年恒例となった交野ヶ原交野
節・おどり保存会による定期発表会。
伝統文化親子教室の子ども達のか
わいい音頭から、保存会員による枚
方・交野両方の節と踊りが堪能でき
ます。獅子舞もあり。

2025

１月３日

金

　交野ヶ原の郷土芸能
「交野節」は、いかにして現
代の「河内音頭」へと発展
を遂げたのか―。
　大阪を代表する盆踊り
唄「河内音頭」の系譜を、

歴史を紐解きながら
体感できるステージ
が大阪・関西万博の
TEAM EXPOパビリ
オンで上演決定。大
阪の音頭文化のダイ
ナミズムを感じよう。

　「星」をテーマにした交野ヶ原発の
俳句コンテスト。昨年は日本を含む
世界42ヶ国から3,565作品が寄せ
られました。「小学生以下の部」「中高
校生の部」「一般の部」「海外の部」の
4部門で募集。投句無料。

当プロジェクト
主催イベント



枚方
　

毎
年
10
月
の
第
二
日
曜
日
に
枚
方
市
を

巡
行
し
て
い
る
三
矢
町
、
岡
本
町
、
岡
東

町
、
新
町
の
４
町
の
ふ
と
ん
太
鼓
の
氏
神
で

あ
る
意
賀
美
神
社
の
正
田
宮
司
に
伺
い
ま

し
た
。

　

枚
方
で
の
ふ
と
ん
太
鼓
の
始
ま
り
は一
説

に
は
枚
方
市
元
町
の
御
茶
屋
御
殿
に
豊
臣

秀
吉
が
来
た
時
に
歓
迎
の
意
を
込
め
て
秀

吉
が
初
め
て
城
を
作
っ
た
滋
賀
県
長
浜
城

に
な
ら
い
、
ふ
と
ん
太
鼓
を
担
い
だ
こ
と
が

き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。

　

東
海
道
五
十
六
次
枚
方
宿
の
ふ
と
ん
太

鼓
に
つ
い
て
詳
し
い
方
と
し
て
、
三
矢
町
町

内
会
世
話
役
片
山
治
男
さ
ん
を
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
片
山
さ
ん
が
小
学
生

の
時
は
新
町
・
岡
本
町
・
岡
東
町
・
大
垣

内
・
三
矢
町
・
伊
加
賀
・
枚
方
元
町
・

桜
町
の
８
町
で
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

男
性
は
色
気
を
出
す
た
め
に
女
性
の
長

襦
袢
を
着
て
神
輿
を
担
ぎ
、
桜
町
で
は
女

性
神
輿
が
あ
り
と
て
も
人
気
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
片
山
さ
ん
も
「
中
学
生
に
な
っ

た
ら
担
ぎ
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
昭

和
34
年
に
伊
勢
湾
台
風
の
影
響
で
日
本
中

の
お
祭
り
が
自
粛
。
ふ
と
ん
太
鼓
も
８
年

間
巡
行
が
途
絶
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
片
山
さ
ん
の
思
い
は
熱
く
、
20

歳
の
時
（
昭
和
42
年
）
に
三
矢
町
の
青
年

会
を
作
り
、
ふ
と
ん
太
鼓
を
復
活
さ
せ
ま

し
た
。
当
時
、
ふ
と
ん
太
鼓
を
復
活
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
た
岡
本
町
の
羽
田
さ
ん
に

「
片
山
、
よ
う

や
っ
た
」
と
先

輩
か
ら
言
わ
れ

た
こ
と
が
嬉
し

く
印
象
に
残
っ

て
い
る
そ
う
で

す
。

　

現
在
、
岡
本

町
老
人
ク
ラ
ブ

高
砂
会
会
長

の
羽
田
隆
英
さ

ん
に
伺
う
と
、

三
矢
町
の
復
活

を
見
て
当
時
の
岡
本
町
商
店
街
の
皆
さ
ん

が
、昭
和
53
年
に
岡
本
町
の
ふ
と
ん
太
鼓
も

復
活
さ
せ
ま
し
た
。羽
田
さ
ん
は
三
矢
町
の

先
陣
を
切
って
行
動
す
る
姿
勢
を
見
て
「
三

矢
町
さ
ん
の
話
は
よ
く
聞
か
な
い
と
い
け
な

い
」と
思
って
お
り
、現
在
の
青
年
会
会
長
に

も
伝
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

昔
は
曜
日
関
係
な
く
10
月
15
日
の
例
祭

の
日
に
巡
行
し
、
ル
ー
ト
も
決
め
ず
午
前
中

は
枚
方
市
駅
周
辺
、
午
後
は
枚
方
公
園
駅

周
辺
を
練
り
歩
い
て
い
た
た
め
、
各
町
で
神

輿
が
ぶ
つ
か
り
合
い
喧
嘩
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。岡
本
町
と
新
町
で
は
神

輿
で
の
喧
嘩
が
き
っ
か
け
で
岡
本
町
の
住
民

が
新
町
の
共
同
墓
地
に
通
行
で
き
な
い
よ

う
に
し
た
と
い
う
江
戸
時
代
の
記
録
も
残
っ

て
い
ま
す
。

　
ふ
と
ん
太
鼓
の
歴
史
は
途
絶
え
る
こ
と

も
あ
り
な

が
ら
も
、

町
の
人
の

情
熱
に
よ

り
繋
が
っ

て
き
ま
し

た
。

交野

磐船街道磐船街道
シリーズ第３弾 高低差で見るシリーズ第３弾 高低差で見る

高低差で見る<磐船街道 >
　磐船街道は、枚方市と生駒市を結ぶ街
道です。京街道「宗左の辻」を起点とし、天
野川左岸沿いに南下し、村野の浜橋で右
岸に移り交野市に入り、私部、私市を通過
し、国道 168 号線を経由し磐船神社を過
ぎたところで大阪府と奈良県の境界にさし
かかり、最終的に清滝峠へと合流します。
　この項では、高低差地図から磐船街道
の魅力を紐解いていきます。

※本稿で記したルートは明治期の測量図をもとに作成しています。　【参考文献】…神野清秀（1989）『大阪の街道』

①①

②②

③③

①：京街道～天野川
　枚方市岡本町にある京街道の「宗左の
辻」が起点となり、そこからしばらく岡東町や
大垣内町などの平坦な道が続いたあと、現
在の枚方警察署の東側に出る坂道から禁
野橋西詰に出て、少し高台となる天野川の
堤防へと上がっていきます。それから以降、
交野市街地に入るまでは、ほとんど天野川
に沿って南下していきます。

宗左の辻宗左の辻
京街道京街道

禁野橋禁野橋

②：私部～諸街道
　天野川沿いに緩やかな勾配を南下して
いくと交野市街地に入ります。その後、砂子
坂から逢合橋東詰で左折し、私市へと進
んでいきますが、ここでは磐船街道の他に
も、山根街道、傍示越街道、東高野街道と
いった、旧街道が集中している地点になっ
ています。街道が合流する地点の橋が「逢
合橋」という名前なのもおもしろいですね。

逢合橋逢合橋 山
根
街
道

山
根
街
道

傍示越街道
傍示越街道

東
高
野
街
道

東
高
野
街
道

③：私市～磐船神社
　JR学研都市線を横切り、私市の集落を
抜けると、いよいよ磐船峡にさしかかります。
国道 168 号線上を進んでいくと生駒山系
に入っていくため、起点の宗左の辻からは
約100m以上も高低差があります。
　磐船街道一の急カーブの道に入る手前
には、その昔、三韓征伐の前に、大和へ向
かう途中通りがかった神功皇后が磐船神
社の手前で食事をされた際に、食後に捨て
られた梅干しの種が芽吹き立派に成長し
たという伝承地があります。そこを過ぎると、
磐船街道の名前の由来であり、饒速日命
（ニギハヤヒノミコト）が天孫降臨した場所と
いう伝説を持つ磐船神社の東側を通り、奈
良県生駒市域に入っていきます。

磐船神社磐船神社

梅の木伝承梅の木伝承

▶磐船街道は清滝街道へ合流します

地理院地図地理院地図

地理院地図地理院地図

地理院地図地理院地図

地理院地図地理院地図

交野ヶ原の

交野ヶ原の今昔をテーマに
枚方市の宿場町に伝わるふとん太鼓、交野市星田に伝わるだんじりについて紹介します。

　

交
野
市
星
田
の
秋
祭
り
と
言
え
ば
だ
ん

じ
り
（
地
車
）
で
あ
る
。
昔
は
、
秋
祭
り

と
言
え
ば
津
田
の
提
灯
祭
り
、
私
部
の
神

饌
祭
り
、
そ
し
て
星
田
の
だ
ん
じ
り
祭
り

と
言
わ
れ
た
。
そ
れ
ほ
ど
星
田
の
地
車
は

地
元
の
誇
り
で
あ
っ
た
。

　

今
あ
る
地
車
は
、
東
の
地
車
は
天
保
４

年(

一八
三
四
年)

、
西
の
地
車
は
天
保
５

年(

一八
三
五
年)

の
交
野
型
地
車
で
あ
る
。

そ
れ
以
前
の
星
田
の
地
車
は
、
枚
方
茄
子

作
の
春
日
神
社
の
文
政
元
年(

一八一八
年)

の
交
野
型
地
車
と
、
高
槻
市
野
田
の
春
日

神
社
の
慶
応
４
年(

一八
六
八
年)

の
河
内

北
型
地
車
で
あ
る
が
、
東
大
阪
市
古
箕
輪

の
八
幡
神
社
の
河
内
北
型
地
車
も
、
も
と

は
星
田
の
地
車
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
彫
師
が
小
松
源
蔵
に
よ
る
も
の
で
、

文
化
年
間(

一八
〇
四
〜一八一三
年)

の
も

の
で
あ
る
。

　

本
来
氏
子
の
管
理
で
な
さ
れ
る
地
車

は
、
氏
子
の
郷
土
の
、
そ
し
て
地
域
の
誇

り
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
故
に
、
星
田
の
氏
子

は
、
地
車
を
特
に
江
戸
時
代
の
名
匠
に
よ
っ

て
造
ら
せ
た
。

　
現
在
あ
る
星
田
の
地
車
も
、
当
時
天
満

の
大
工
町
の
地
車
の
神
様
と
仰
が
れ
た
名

工
柳
喜
兵
衛
に
よ
っ

て
造
ら
れ
て
い
る
。

木
彫
工
芸
は
相
野
藤

七
、
金
具
工
芸
は
大

野
嘉
七
と
い
う
当
時

の
名
だ
た
る
名
工
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
江
戸
時
代
の

庶
民
の
芸
術
の
最
高

の
粋
を
集
め
た
も
の

で
あ
っ
た
。
特
に
金

具
工
芸
は
豪
華
な

も
の
で
あ
る
。
木

彫
工
芸
は
当
時
の

花
鳥
風
月
を
題
材

に
、鷹
・
鶴
・
朱
雀
・

飛
龍
・
猿
・
獏
・

唐
獅
子
等
を
あ
し

ら
って
い
る
。

　

現
在
も
宵
宮
を
迎
え
る
深
夜
の
12
時
よ

り
、
提
灯
を
手
に
、
鉦
・
太
鼓
を
鳴
ら
し
、

触
れ
太
鼓
が
宵
宮
を
知
ら
せ
る
。
三
〇
〇

年
続
く
里
の
秋
祭
り
の
伝
統
で
あ
る
。
そ

れ
程
ま
で
に
、
里
の
若
中
に
と
っ
て
地
車
の

曳
行
は
、
地
域
の
誇
り
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
　
こ
の
貴
重
な
伝
統
文
化
が
後
世
ま
で

残
って
ほ
し
い
と
切
に
思
う
。

交
野

枚
方ふとん太鼓

と
だ

んじり

星
田
神
社
宮
司  

佐
々
木
久
裕
氏

特
別

寄
稿

星
田
の
だ
ん
じ
り

桜町の女性神輿（枚方市文化財課提供）桜町の女性神輿（枚方市文化財課提供）






